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２００９年１～９月のロシア経済 
―回復は本物か？― 

 

 

はじめに 

 本誌７月25日号（No.1469）では、鉱工業部門の統計データを手掛かりに、ロシア経済の

「底入れ」に関する観測をお伝えした。その後、ロシアの統計指標はさらに改善の方向に

向かっており、11月12日に発表された第３四半期のGDPは前期比で13.9％増（季節調整値で

は0.6％増）を示している。はたして、ロシア経済の回復は本物だろうか？ 

 そこで今回の速報では、ロシアの最新のマクロ経済統計を取りまとめて紹介し、若干の

コメントをお届けする。また、後半部分では鉱工業生産の統計を詳しく取り上げる。 

 

第３四半期ＧＤＰが前期比でプラスに 

 2009年１～９月のロシアの主要経済指標は、表１に見るとおりである。GDPは、１～９

月という形では統計局からはまだ正式に発表されておらず、表１に示した▲10.0％という数

値はロシア経済発展省による推計値である。いずれにしても、１～９月というスパンで見

れば、ロシア経済は引き続き大幅なマイナスということになる。 

 しかし、四半期ベースで見ると、ニュアンスが変わってくる。四半期GDPの推移を、図

１にまとめた。ロシア統計局が11月12日に発表した2009年第３四半期（７～９月期）GDP

の速報値は、前年同期比▲8.9％であり、依然として前年の水準を大きく割り込んではいる
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